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Unix系OSはPOSIX標準化を経て再配布自由・改変自由なUNIXクローンの結実に繋
がり、広まった。様々な特徴を有するが、その開発指針やそもそもの考え方は様々
な開発現場において有用である。ここではその冒頭に出てくる3つの定理が示す意
図を汲み取ってみよう。

3



定理1のKISS原則は、何を作るにしても小さく作り、組み合わせろというものだ。個々
の関数・クラス・モジュールを小さく設計し、それらを組み合わせることで目標を達成
することを指針とする。その逆に、数百行〜数千行からなる1つの関数を作ってしま
うと、その関数に不備があった際にはどこが問題なのかを発見することが難しく、ま
た、新しく機能を追加したい場合にも様々な部分が影響し合うために改変（バージョ
ンアップ）しにくい。これに対し、一つ一つの関数が正しく動作していることを確認し
やすい粒度で設計できれば、書き上げたコードが想定通りに動作しているかどうか
を検証しやすく、問題があった場合にはその箇所を特定しやすいため、修正しやす
い。このため、KISS原則を頭においた設計が重要視されている。

さて、KISS原則の考え方をもう一歩踏み込んで深い理解につなげてみよう。

今、ある機能をコードとして書き上げたい状況だとしよう。その機能は2個の関数に
分けて実装し、組み合わせることで最終目標を達成する。このとき、関数を組み合
わせしやすくするためにはどういうI/O（Input/Output）にすると良いだろうか（スライド
Q1）。また、各関数の完成度はどのように計測したら良いだろうか。そもそも完成度
とは何だろうか（Q2）。完成度に関連して、単体テストは何だろうか。それ以外にどの
ようなテストがあるだろうか（Q3）。関数で乱数を利用した機能がある場合、どのよう
にテストするとよいのだろうか。また乱数を再現することはできないのだろうか（Q4）。
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KISS原則と似通っている部分もあるが、第2の哲学「プロトタイプを素早く作る」を眺めていこう。

開発は、(1)仕様が厳密に定められている状況と、(2)仕様が曖昧で変更発生がありうる状況に大別される。(1)は、
予め仕様策定の時点で厳密なやり取りを通してやること・やらないこと・達成したいこと・どう達成するか・その計
画等、あらゆることを開発フェーズに入る前に決め、それから開発に取り組むことが多い。このようなアプローチ
を「ウォーターフォール型開発」と呼ぶことが多い。なぜウォーターフォールと呼ぶのかは調べてみよう。

ウォーターフォールは、一度仕様を決めたあとで変更が一切無いのであれば構わないかもしれないが、これが
向いていない状況は多々ある。例えば、開発を依頼しようとしている顧客がやりたいことを明確にリストアップで
きているとしても、その仕様に沿ったシステムが最適である保証はない。発注者の仕様はあくまでも「その部署
が考えた最高な仕様」に過ぎず、実際にはそのシステムを利用する全社員にとっては使いづらいかもしれないし、
他のシステムとの連携が取れておらず逆に手間が増えてしまうかもしれない。また、実験や研究においては結
果を確認しながら随時アプローチを変更していくことが多い。これらを一言でまとめると「そもそもそれまでに存在
していないシステムの最適解（最適な仕様）は誰にも分からない」となる。このような状況で、仕様を固めてから
開発に取り組むという作業方法は非効率的である。

このような背景を踏まえた考え方が「プロトタイプ」や「Demo or Die」である。明確な仕様が存在していない状況で、
分かる範囲の小さな仕様からそれを実現する方法を模索し、実際に作り上げてみる。そのアウトプットを顧客と
ともに確認しながらよりベターな解決策を模索していく。アウトプットが無いと確認することが困難であるため、
Demoしろ（プロトタイプを作れ）。そのようなニュアンスがDemo or Dieという標語に込められている。

アウトプットとして見える形に出すためには、どのような方法があるだろうか？（Q1） また、それぞれの向き・不
向きはあるだろうか？ ある程度プログラムが複雑になってくると、関数やファイルが多数存在する状況になる。
このような状況でアウトプットを再確認しやすくする（ワークフローを明瞭にする）にはどのような方法があるだろ
うか？（Q2） 第三者がわかりやすいディレクトリ構造はどうあるべきだろうか？（Q3） 開発途中に重要視す

べきことと、そうではなく優先度を落とすべきことにはどのようなことがあるだろうか？最適化とは何だろうか？
（Q4）

5



前スライドの「仕様が明確に決まっていない状態」の例として、研究段階の開発につ
いてまとめたもの。より詳細は下記を参照してみよう。

研究者流コーディングの極意 by 東北大学・岡崎先生
http://www.chokkan.org/publication/coding-for-researchers.pdf
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「研究段階」においては素早くデモを繰り返すことを最優先する。これらを通しある程
度見通しが立ち、仕様確定に近づいてきたら、適宜リファクタリングしよう。リファクタ
リングとは機能の修正や追加なしに、コードを見やすくするためやリソースの無駄を
省いたコードに改善すること等を目的としてコードを書き直すことである。機能が変
わってはならないため、コード修正前後で動作が変わらないことをテストにより確認
しよう。
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